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昭和 47年3月13日に行われたスモン調査研究協議会は44年来の研究成果を踏まえて，

“疫学的事実ならびに実験的根拠からスモンと診断された患者の大多数はキノホノレム剤の

服用によって，神経障害を起こしたものと判断される”という研究総括を発表し，これが

内外に計り知れない影響を及ぼしたのは人も知るところである。

この研究の成果は疫学，病理，微生物， キノホノレム， 治療予後， 保健社会学の 6部会の

各実験担当責任者によって極めて要了よく照会され， サマライズされているのであるが，

総会当日出席者に配布されたオフセット印刷の記録としてしか残されていなかった。

これは当然スモン調査研究協議会研究報告書の一環として刊行されるべきものであると

考えられるので，実際にはやや時期が遅れた憾はあるが， ここにそのような形として出版

する運びになったものである。
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